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シート化による陸棲ラン藻の有効利用
Utilization of the terrestrial cyanobacterial sheet
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生物が極限環境状態で生存する仕組みの一つに乾燥耐性能がある。空気中の窒素を固定する光合成生物のうち
乾燥耐性能を有する陸棲ラン藻は土壌に必要な炭素や窒素を供給でき、かつ極限環境状態でも生存できること
から環境改善の資材として利用可能な生物であると考えられる。特にイシクラゲ（Nostoc commune） は南極
から砂漠までの幅広い環境に適応する陸生ラン藻として知られており、自然界で目視できるサイズの塊を形成
し、単離過程で他の生物を増殖させることから、生命を維持する「ゆりかご」の役割を果たせるのではないか
と考えた。Nostoc communeを土壌改良に利用するため、ラン藻塊を挟んだシート資材を作製した。ラン藻を植
物栽培に必要な窒素源にするためにラン藻シートによる植物栽培を進めるとともに、近年の放射性物質の回収
方法として、土壌表面を移動する土壌微粒子に吸着された放射性物質を回収することを検討した。これらの結
果を踏まえて、閉鎖空間におけるラン藻の役割について議論する予定である。
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